
一林業事業体の担い手の確保、育成及び定着を目指す一

【能力評価システム】

導 入 支 援 の ご案 内

平成30年7月

全 国林業 改良普 及協 会



～
ノ

一

 

デ

9 弍 "」

rt[　現在林業事業体では、担い手の確保・育成、従業員の働く意欲の向上、

従業員の定着、業務の効率化など様々な経営課題を抱えています。

これらの課題を解決し、経営を安定化、発展させるためには、

従業員一人ひとりの能力、業績を適正に評価して、公正な処遇に反映し、

目指すべき人材を育成・確保し、組織を活性化させるための

能力評価制度の整備が現在求められています。

能力評価制度は、人材の確保と戦力化の重要な手段です。

活力ある林業事業体の経営は、「人材」が生み出します。

期待する人材を確保して、育て、活用するためには能力評価制度の整備が大切です。

〔
給与、賞与の支給基準が

明確に整備されていない
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従業員の業務に対する
職場内の

コミュニケーションが

経営理念・方針が

従業員に十分に
改善意欲が低い

不十分である 浸透していない
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現状の問題、課題を解決 し、

事業体の経営理念 、

目的を実現する人材を確保 、

育成するためには、

能力評価制度の

整備は不可欠 遍
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口 「従業員を大切にする」と「絶え間ない改革、進化」を持続すること

口 従業員の能力を十分引き出し、のびのびと働いてもらうこと

〔]従 業員のモチベーションの高い事業体は業績も高く、

逆にモチベーションの低い事業体は業績が低い

[コ 従業員のモチベーションがかなり高い事業体は風通しのよい組織風土づくり

・何でもいえる組織風土づくり

・経営方針が明確に従業員に示され、共有されている

・話を聞いてくれる上司、経営者がいる

o



ζも く譲
衙 くiiiitji'i奪

、
i(ilt"MJiiic"=i

● 能力評価システム導入支援は、林業事業体での能力評価制度の整備を推進するために、

林業事業体に専門家を派遣して、事業体の実情に沿って能力評価制度の構築を支援する事業です。

● 能力評価システムとは、林業事業体で能力評価制度の構築を支援し、従業員の働く意欲の向上、

職場への定着、従業員のスキルアップ、経営理念・方針の共有化を実現する仕組みです。

● 能力評価システム導入支援は、林野庁の補助事業として、全国林業改良普及協会が実施しています。

1.能 力評価制度の構築禮 富喉 績をもつ専門家を派遣

林業事業体は独自で能力評価システムを構築することは困難です。

能力評価システムの構築に必要な豊富な専門的知識及び実績を有する専門家を林業事業体に

原則6ヶ月間派遣して、事業体の実情、導入目的に沿って能力評価システムの導入を支援いたします。

経 営 者 、従 業 員 双 方 にわ か りや す く、

2 ■評価結果に納得できる能力評価基準を作成

能力評価システムの導入に当たって最も重要なことは、評価結果に従業員が納得することです。

経営者、従業員双方にとって、わかりやすい共通の評価の「ものさし」(能力評価基準)を作成します。

能力評価基準の作成で大切なのは、「事業体、経営者の理念、想い」を

評価基準の中にしっかり反映させることです。

3.専 門家破 払っ憤 用に助鹸 を支給

本事業では、林業事業体は専門家にコンサルティング料として54万 円(税込)支払うことに

なっていますが、支払った費用については、50万 円(税抜き)を上限に助成金が支給されます。

消費税を除いて実質的には無料で能力評価システムを導入できます。

の

〉 ・eb

専門家を派遣する 評価シートの策定 助成金の支給

④
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能力評価システム導入支援では、能力評価制度に豊富な経験を有する専門家が導入から

運用まできめ細かく支援します。導入の手順は原則として次のとおりですが、

詳細は専門家と相談のうえ、事業体の導入の目的、実情に即して能力評価システムを構築してください。

(専門家派遣期間:原 則6ヶ 月、訪問回数:原則5回)
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能力評価システムの導入に当たって、専門家は林業事業体の経営状況、人事管理、従業員の意識

などについて、経営や人事管理に関する資料や経営者、従業員へのヒアリング調査を通して、

現状の問題点、課題を把握して、課題解決に向けた能力評価制度の構築の方向性を提案します。
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能力評価システムは経営理念、目的の実現のための仕組み・制度です。能力評価システムの構築に

当たっては、経営理念、ビジョンを明確にする必要があります。そのためには、事業体に明確な経営

理念、ビジョンが整備されていない場合は、専門家と事業体の関係者で、事業体が目指すべき経営

理念 ・ビジョンを検討のうえ策定し、それを実現するための期待する人材像の明確化を行います。
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経営理念 ・ビジョンを実現するために期待する人材像にはどのような行動、役割、能力を求める

のか、事業体の階層(管 理職、監督職、一般職員等)及 び職種毎(事 務職、技術職、現場職等)に洗

い出し、明確にして、これに基づき能力評価シート、能力評価基準を検討し、策定を行います。

能力評価基準の策定に当たっては専門家から検討のための評価基準の案が提示され、それを事業体

の経営者や従業員の声を反映しながら事業体の実情に合った能力評価基準の検討、策定を行います。

▼
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能力評価システムの導入に当たっては、導入の目的、能力評価の方法、評価基準の内容等について、

評価者、従業員に対して理解を得ることが重要で、説明を行います。また必要に応じて運用マニュア

ルを作成し、提示します。

また、能力評価システムの定着のためには、評価結果に従業員が納得することが重要です。そのた

め、評価者が客観的かつ公正に評価できる知識・スキルや評価結果を効果的に従業員にフィードバッ

クできるノウ八ウを習得するための評価者研修を実施します。

⑤
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司の指示に従い、定型的業務を確実に遂行するために必要な能力水準

参 事 代表理事組合長

能力評価シート ＼
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法令や職場の規則を遵守することができた。
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わからないことは自分で勉強したり、上司のアド八イスを受け、理解するよう努めることができた。
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びその活用に

係る能力
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20%

機械 ・器具について、適正に点検 ・整備、管理することができた。
一 　

一 一一___一 一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　rr-

______　 P-PP-一 一・

事故・災害発生の危険性を予知し、安全に業務を遂行することができた。
r,一、_　 一 一 一一'_,

安全衛生活動の重要性を認識し、基本に忠実な作業を実施することができた。
一 一 一 一'一 一一 一一 一,'

研修・講習会に積極的に参加し、新たな資格取得に努めた。
一 一一一
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日
一

10%

取り組み目標

達 成状 況 評価点 評価基準

5 基準をはるかに上回っていた

4 完全にできた

3 概ねできた(特 段指導を要しない)

2 少しできた(時 々指導が必要)

1 全くできなかった(早急な改善が必要)
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林業事業体の導入の推移

能力評価システム導入支援は、平成25年 度から実施して、導入事業体は毎年着実に増加し、

現在全国125事 業体(民 間事業体59事 業体、森林組合等66事 業体)で導入しています。

(注)森林組合等には、木材協同組合、企業組合、森林組合連合会を含む。

民間事業体

■森林組合等

■合計

32

15

17

32

14

13

27

17
14

3臼

3

14

17

12

5

12

5

17

17

32

15

17

32

能力評価システムの活用状況

現在全国で125事 業体が能力評価システムを導入し、従業員の客観的な評価に基づく

公正かつ公平な処遇、能力開発、働く意欲の向上などに取組んでいます。

導入事業体では以下のとおり能力評価システムを活用しています。

能力評価システムの活用状況(平成29年 度調査結果より抜粋)

人事考課(賞 与、給与、昇進、昇格等)の 判断材料

職場内のコミュニケーションの円滑化

人材配置の適正化(適材適所の配置を行うための情報)

従業員が自主的に取り組む能力開発の目標

管理者(評価者)の日常の職場で行う部下育成・指導

経営理念 ・目標の共有化

従業員のモチベーションの向上

業績の向上

従業員の一体感の構築(醸 成)

管理者と部下間の信頼関係の向上

その他

9.796

11.696

10.296

15.7%

■1.4%

9.7010

15.70/o

⑦
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能力評価システムの導入を希望される場合は「導入計画書」を

全国林業改良普及協会へ提出して、承認を受けることが条件となります。

導入計画書を確認、審査し、承認しましたら、承認通知書を林業事業体に送付し、

専門家を派遣して、能力評価制度の構築を支援いたします。

なお、事業終了後は助成金の申請と併せて「実績報告書」を提出していただきます。
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● 助成金の対象となる林業事業体は、「林業労働力の確保に関する法律」に基づいて

都道府県知事が改善計画を認定した事業体であることが要件となります。

● 導入計画書は、原則7月31日 までに全国林業改良普及協会に提出してください。

● 導入計画書は、能力評価システム事業のホームページ「導入の事務手続き」から

ダウンロードしてから作成して、提出してください。

lrm'wwwwum-'一"一"一 一""一"-be"'pmww"i

能力評価シス主 」1薗

http;//www.ringyou-hyouka.jp
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[事業体の概要]

鼻 同社は、ここ数期、業績は赤字が続いて業績の改善が経営課題となっている。

● 従業員は、現場職員7名 、事務職員2名 の9名 。平均年齢は42.7歳 。

■ 現状、人材確保の面では募集をかければ人材は集まるが、20代 は定着しない。

」 同社は下記の問題点 ・課題を解決するために、能力評価システムを導入することにした。

[事業体の問題点 ・課題]

噂 会社の将来像がない。会社の方針や目標が明確でない。経営計画もない。

● 明確な処遇制度、育成制度がないことから、従業員の中には不安、不満を抱えている者もいる。

■ 世代が変わって、新規雇用も増えているが、技術レベルが低下してきている。

しかし、勤続10年 以上の社員は2人 しかおらず、人材育成が上手くできない。

● 林業の技術 ・技能が不足している部分もあり、生産性が低い。

■ 社員が目指すべき指標がないため、モチベーションが低下している。

3明 確な給与、賞与の支給基準が整備されてなく、従業員は処遇に不満を持っている。

[導入の目的 ・ねらい]

■ 経営理念・方針の明確化、共有化

.」会社の求める人材像の明確化

う 人材育成のための能力評価システムの整備

■ 公正かつ客観的な人事管理評価制度の構築

』従業員の定着

[導入の効果 ・成果]

壽 賞与 ・給与等の支給基準が明確になった。

う 従業員一人ひとりの能力、業績を客観的

かつ公正に評価、把握することができた。

● 職場内のコミュニケーションがよくなった。

う 従業員の働く意欲が向上した。

6経 営、目標、方針等が従業員に

浸透するようになった。

藷 業績がV字 回復した。

つ 生産性の改善、業務の効率化が

推進されるようになった。

(A事 例)椌'1売 上高 一般管理費

経営状況の推移 孟轟篇醐 一 営業利益

120,0003,000

竈6・ ・…(1加 ・)碧

le40,…[1::離
2°・°°°(4

,…)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (S.OOO)
H27/3月 期H28/3月 期H29/3月 期H30/3月 期

(事業導入)(籔 魏)(轟 灘
,)(瓢 聾、)年度
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ベテラン職 二り意識改革 、若 い人材の採用、∫1、:着を醤指 して導入

[事業体の概要]
● 同組合の年齢構成については10年 以上のベテランが多く、新規に若い職員を雇用するも、

数年勤務し様々な研修を受講させ、資格も取れた頃に退職する状況が続いていた。

● 従業員は現場職員21名 、事務職員3名 の24名 。平均年齢は52.2歳 。

● 同森林組合は、下記の問題点、課題を解決するために、能力評価システムを導入した。

[事 業体 の問題 点 ・課 題]

◎ 参事の業務負担が大きい。

● 管理職級(班 長)な どベテラン職員の経営意識が希薄。

○ 経営理念や方針が全職員と共有できない。

● 公平な人事評価ができていない。

● 若者の定着率が低い。

[導入 の 目的 ・ね らい]

● 管理職の設置、組織の改善

● 組織(組 合)の 求める人材像の明確化

● 職員一人ひとりの意識改革(モ チベーションアップ)

● 公平な人事評価制度の構築

● 安心して希望を持て働ける職場づくり

[導入 の効 果 ・成 果]

● 仕事に対する従業員の意識に変化がみられた。

● 職場内のコミュニケーションがよくなった。

● 従業員の働く意欲が向上した。

● 業績が向上した。

(B摯 閂)

B森 林組合の直近ユ事業年度事業成績及び損益の状況の推移

.・'≡

指 導 事 業

販 売 事 業

加 工 事 業

森林設備事業

事業総利益(事業総損失)

事業管理費

事業利益(事業損失)

経常利益(経常損失)

益

用

益

用

益

用

益

用

収

費

収

費

収

費

収

費

般

事

業

4,193

3,402

37,454

28.423

18,981

20,454

127,135

69ρ06

66,478

51,333

15,144

14,472

5,678

5,183

41,248

31,859

15,982

12,709

185,455

101,300

97,312

51,713

45,598

46,004

5,188

3,062

35,578

27,758

9,378

9,939

194,628

95,447

108,567

64,892

43,674

43,788

二 ・i≡ 」:

4,106

2,168

41,903

27,662

14,037

12,276

179,520

100,910

96,550

75,385

21,164

20,935
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[事業体の概要]

C森 林組合は、ベテラン従業員が退職し、

若い従業員を積極的に採用し世代交代の時期を迎えている。

従業員は現場職員11名 、事務職員6名 の17名 。平均年齢は35歳 。

業績はこの数年黒字経営を維持し、平成26年 度は、搬出間伐を

重点的に取り組んだ結果、素材生産量は前年度と比較して増加している。

同森林組合は、下記の課題を解決するために能力評価システムを導入することにした。

[事業 体 の 問題点 ・課 題]

若い従業員を積極的に採用し、緑の雇用を活用しながら、育成、定着を図っているが、

今後事業を安定、拡大させていくうえで若い人たちに魅力ある職場づくりが課題。

このためには、経営理念、行動指針を明確にし、共有化を図ることにより、

従業員に対し経営を理解 し、積極的に仕事に取り組む意識を醸成することが課題。

これまで役員等の一部の人によって、勤務の評価、給与額が決まっていたが、

若い人のモチベーションを高めるためには、能力評価基準を明確にし、

客観的で公正な処遇制度を確立することが課題。

[導 入 の 目的 ・ね らい]

経営理念、行動指針の明確化

仕事の客観的な能力評価基準、能力評価シートの作成

従来の勤務年数のみによる処遇から、個々の能力や成果による処遇体制の確立

従業員の意識の改革、働く意欲の向上

[導入 の効果 ・成果]

従業員の意識に変化がみられた。

従業員の働く意欲が向上した。

t管 理者、従業員が組織の一員として、自らの役割、

目標を自覚し、主体的に仕事をするようになった。

生産性の改善、業務の効率化が

推進されるようになった。

韓



【お問い合わせ先】

一般社団法人全 国林業改良普及協会

能力評価システム統括事務局

〒107-0052東 京 都 港 区 赤 坂1-9-13三 会 堂 ビ ル2階

TELO3-3583-8461FAXO3-3583-8465

http;//www.ringyou-hyouka、jp


